
e偶
H
ド

4
s
f
s
i

E
 

3i j之!氏 当: 息一 む 越七 はた右ー

量健成 歌 E 向 。 中月 惜しい 、L 以 木 七(部かづ 此
引}タj主云蹴 x 閤の 五日 -~う〔躍f:J天:!if 主主E れ儀

か見事助書 境 。 j 喜四三 間る品お
ヘ ー曾 越 】 ~ t' 人 ん

近し健以 前 を前 日 かを注み

日 帳 表柿融語V政F Z fRz 響 田 た可有つt~時￡ 有 戒利家，入 主 治{時 ま可
t隠す型特:と し り じ tt
馬山む て、 参 可〈事

長 以 す 苦健 直俺の 上 め 澗 能 談 心

問主同主被丞 柴登 に 謹川 得常市
ぃ越 秀 の 賀高もせ
づ吉区 候 返 士仁I 膏fCj 里以 〈い
か E へ慢一 の 木 利 叉 上。r し専

た長宍 ー出 善 tの」
も 共 別 然 九 馬 四 家 度申苧も l亡

fJ. 者ーo て

友か る 繭 三 喜警 在 俺と霊
で L 子無 ~I ， IJ み
号へ車問 事 ?こに 委車問 せ
候 も友 し、 1'1: 

向 越会明念 7遺; 備を七 は 71手仕

度蜂8度{申開 を 以用 七示宝 ピ、取1Bそ i時

前 月? 空胡自時当主E〕守 襲警 て Z大背月十 Z所主自 屋木= ノと

2μー3七5 Z 祭器~ し ら 日 助時五霊 童へ建
E! むF 件ffi 0 兵街e四日 も

f罰 委市m 四 口湖 郎 候遣*も門 日馬 問今
定~ せ柴 蹴殿 可 コ〆

R股;t ョ"，ー¥-而越 ん秀 放2 古川之

屋脇 石T表中 と士口 火ー .k rhn 
口 署 ー す、 候注丘一引J一S 
上 ~ !:I-¥ る前 向進
=健 _r;~ を 田 叉自か議 由

秀(z分侠 骨利 利 )た響

事 {候時E別人 げ 家 左合た
候数 一 、に =し

吉 て 先 九 且、 家 申か護間
相 、 北 O 付 の

在談先之 四 諸家 在 議 事 堺

判肝 k 備 般且 ~1~1j 性F申立回
J:i'J儀無銭自 の 四 ~& 
候 準 日 貫 判

平
〈
正
十
=
一
年

七
八
九

渡
し
可
v

申
候
事
。

(
ひ
)

一
、
共
闘
越
後
へ
し
た
が
へ
候
時
の
本
知
を
、
蹴
介
・紳
安
手
ま
へ

に
と

D
入
候
由
。
中
ん
之
存
分
候
。
本
意
此
節
之官帯
。

一
、
令
=
同
心
一上
は
、
た
れ

λ
¥
表
裏
申
候
共
.
直
に
可
=
相
等
-
事
。

一
、
せ
い
し
の
事
は
、
何
時
に
で
も
筆
も
と
み
せ
に
可
ν

給
候
。

則

わ
か
の
儀
に
あ
ら
や
候
。
連
k

内
k

申
通
首
尾
候
問
、
此
度
家
を

戸
佐
々
成
政
・榊
似
忌
妓
)

被
=相
立
一
候
椋

-一
尤
候
。
殊
=
一任
蹴
・紳
安
へ
本
知
と
と
ん
¥
〈
被
=

召
放
一
御
不
足
ふ
か
〈
候

へ
ば
‘
他
の
ひ
は
ん
有
、
べ
か
ら
や
候
。
其

段
可
=
仰
心
易
一
候
事
。

畳

一
、
妻
子
御
き
も
い
り
第
一
之
事
。

一
、
さ
い
し
等
ぬ
が
し
被
ν
山中
、
此
方
へ

同
心
有
ν
之
儀
.
以
来
い
ぶ

か
し
〈
思
候
は
ん
曲、

尤
候
。
身
上
之
儀
に
は
、
親
を
き
り
子
を
き

り
候
事
も
あ
る
な
ら
ひ
に
候
。
其
上
費
老
と
我昨今
間
の
事
は
、
に

天

E
十

年

七
月
四
日
。
前
田
利
家
、
越
中
阿
尾
城
主
菊
池
武
勝
に
、

そ
の
雄
和
俊
件
を
示
す
D

【菊

池

文
書
】

一九
O
ニ

心
得
申
候
幕
。

一
、
賀
州
よ
り
あ
き
人
つ
け
言
申
の
由
.
共
覚
悟
可
ν

仕
之
事
。

一
、
湯
山
の
事
、
才
究
専
一
候
。
如
=
苦
付
一
則
松
か
た
へ
献
を
遺
候
。

共
方
よ
り
被
ν
遣
可
v

給
候
。
首
尾
被
=
相
令
-尤
候
。
せ
ん
の
ぜ
ん
と

申
は
此
所
に
候
事
。

の
方

ハ
ゆ
る
/
¥
と
有
度
由
、
心
得
申
候
事
。

て
そ
の
閤
一
篇
に
申
付
候
は
刊
誌、

嬰
答
無
=相
違
一
様
-
一

と
の
事

七
八
入

戸
氷
見
刑
制

J

一
、
首
都
之
内
、
相
浦
と
申
所
、
狩
野
怒
ど
相
違
有
問
敷
候
一
事
。

(
字
淡
)

一
、
石
動
之
下
、
う
友
み
を
き
り

=
可
ν
進
ν
之
事
。

〔

潟

〕

(

皿

住

市

}

一
、
朝
日
山
の
下
川
き
り
に
‘
か
た
を
ぼ
う
し
に
、
右
の
相
浦
〈
つ

ろ
を
さ
か
い
.
上
庄
可
ν

進
候
。
殊
一
高
石
ま
で
有
ま
じ
き
の
由
候
。

揃
相
違
有
ま
じ
〈
候
事
。(g図

示
政
)

一、

五
位
庄
事
は
、
治
部
左
衛
門
か
た
よ
り
懇

一二
吋
ν
申
候
事
。

一
、
其
閤
無
事
に
成
候
は
ん
由
、
中
ん
川知
一ν
及
事

エ
候
へ
ど
も
‘
高

一
和
睦
に
成
候
は
ど
、
共
方
本
知
行
ほ
ど
準
ν
之
、
我
等
か
L

へ
可
ν

申
候
事
。

一
、
共
方
行
歩
か
ゑ
は
ざ
る

付
て

人
の
息
陣
参
被
v

調
、
そ




